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－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
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団
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上字

町町
９

町東

林

達称町安

成
平同

番線

第
指

也び汲の

及活

北

国 海

条 道

第
土 え

告地 た解置

１ 示理 目い

項 第

の

除院 的次て

長 の縦

規

字録

野村登

端滝の

図覧

２
、

を本は

」
た解置解場保

え

目い除所安

の縦定と

除 的次て予林

を達」 村 町」

図覧保し

也改 林 春削 次に 森 字を

法１

、 、 よ日組め り の
北

農律 海

林第平 道

成解場保 水 告

除所安 産 示

大年予林 号 第

定と ） 臣第 か月保し

解場保た解置
え

１２３

除所安目い

定との縦

除 予林的次て

安て」に の 保し図覧

除成
解平
を
定

す
る年
予

か 定月

定 の号

すよ 理、 は供に
ら 」に

由略。通
の 省るる

次 、
そあ
り 、が

お し）知
と

測 用図た
本 路のっ

基 道

実 す北

を とを

量 地面。

理
は供林指

」に安て の

在れ

省る所さ

、すの定

道そ斜公

、
し）

由略。

小保

用図郡の

路の里衆

す北水

とを清健

地面

安て ら 号

規 次の定 の 、日林指 条
よ うに よ在れ 定 の所さ

知 安里源 通 保斜水 る に

清ん あ の小か が 林郡の

林指は供

た 定水養 っ 指

。

所さ省る

の定、す 理

風排そ
、

し）

在れ由略
面

市の路図

広害水の

帯
町と北

木備地を

桜防用
す海

で

す た道

施 る海

。
る
あ日

部測 務

、 林

旨 産

る め水
山法 治量

び和 及昭 課

た道
る海町

清年 小

次

務。

林林

産有

め水国
す

及示

課に

山図

治の

部

解。 を町

清分

小部

び

北次

予。

る林

す有

除国

る知に

あ道図

で海の

定
林分

森堀部

、す

旨事示

る道
支
め勝 １た十 の

林 示部 に済 図経 の庁 次

帯 限び に及 分課 部務 す 道
海

北

九知

〇

役第 町律 水法

堀
事

場

役る

町限

水に

備）

に号

限

法に

備
に）

場。

也）

和。

昭達る

備
に
所

役 ）市 。広 る

年

也
達



唄
美

平 達

成 布

十 岩

三 見

年 沢

十 線

北 海

奈

路路川

道道路砂

１２

美

類線江 線 種路井

のの
道区名線

、唄

名

道 公 報

北

道

３４

海
道路 起起図

告法 収使業面

示 用用地の

第 業昭 を縦

和 のの表覧
示場 部部号

地分分る

年 す所

第

１２ 北

土

３

海

地平起事 道

収成

作

告

業 業 業

用 示 地

法年者 第の 域

の

昭月種 名 和 号 苫

日称類 小

号

種期

成業業

平作作
１２

年類間
基平

月
日本成

月
十
九 岩岩

日

川川
西西

市市
沢沢

見見

金 町町

曜

地地
番番

日

唄

び区美美

及
道域

先先

チチ

場字字

覧市市

縦唄
イ

ナナ
ュュ

シシ
ャャ

所

イ

北な富

第
律

法

海し良

良役第

富市） 道野号

野所

地の

山項

扇１

字第

市条

良良

、律富富

市法

牧年

野野

千第

歳

市墓

来成 第 早造 ） 、地 号 市

事

厚の 、業 条 町

定 真拡 規

測
量年
湖月
沼

調ら
原か

湿日
査
）月

後前後

らで
かま

ま
日

番番

後
間

らで
かま
先先

地地

定

内規

前別
更の前後

変 を
域

区
の

路
道

、
り

よ
に 鵡事 よ 、工 に 町張

の
次

の 、海 次 町北 、 川） り
事

り 町事 お 別知 と 門道

事
知
道
海
北

で

認
の
業堀 堀

らでらで

かまかまかま

らで

敷
地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

更２

決
り

お
と

北

道しそ週 海

たの間平 道

。関、成

路 で

告法

係一 示

図般年 第昭

面の 和

は縦月

１２３
。
た也 し

を達 定

路路見園

道路道区北花

の線の市町

種区花

類名域園番

か平

しそ日

定の
也

達

町

。関ら成

たの
係２
図週年

面間
は、月

間
区
複

重
の

と
等
道
国

長 、覧 号年
第道す

律海供

法北に日

建る
設。

路 第

道 ）部 号

整
及 １

課 第

備 条

地

道見地

道北番先
地

線ら敷

状か川

環先河

間市ま
見）
北

敷
地

、一
に

建覧
道縦
海の
北般日

備
整。
路る

道す
部供

設

同

及
課

九
一

場木
土

幌

覧札
道
海

縦北

の 規

次 の

び 項

所所
業

現

、

所北 り

場 よ

覧 に

縦 定

事 の

え知 路

備道 道

に海

、 を

て堀 域

い 区

置

の
員らで

かま 幅
延

北
海

道お

国重道に

事
知
道長

走
網

道
海

北
び

道置け

堀

告 次

え
備
に

所
業

現
木
土

か也 り

日 お

の達 と

示 の

戸る 複

変ら

等福
区 達野

置

の間線間

也見の

と北

示
告
、

て
い



北 海

江地幌

別先
別地

生江５

弥ら番

市か
市先

町

道 公 報

の１

成道路道区

のか平

そ日

路路

関ら
係２

種区

図週年の線の

面間
は、月類名域

、一
北般日

第

更 北

道し 海

た 道

。
路 夕

告 張法
示

岩第昭

見和

沢号

線

年

号

別
江

平
成奈
十井

三

江 年
十

後

線ま

かま

別
の前後

後
７野で

番東

幌間

海の道札

かまかま

変

設に広

建覧北

道縦道

る状前

道す環更

部供島

の

及地 課敷 備
整。線

路

空夕夕

第
律

法

北幅

び

知張張
町第

北昭本） 郡市市号

村和
１ 字

１１

央２目第

中番丁条

地
先番項

番か地の

月
十
九空空空

日

村

北北北

郡郡郡

知知知

字字字

村村

金

央央央

中中中

曜

日

らで

番番番

道 道線一 道

般＝道＝ ＝道＝道

江 江＝国 江

別 道 別 別

らでらで
道線一 道

般

重道線一
般＝道＝道
江＝国

道

江 複江＝国

道 別 別 道

海

土北

幌延

札
道

海員

別

国

に
所事

業知長

現道

木

ら先規

い
置道

え
備堀

地定
、

で敷り

ま川よ

先河に
を

域
区

での

ま路

）道

地

地

の

後前後次

地
で

らまら

か先か

先地先

前

恵 イ 恵

庭 号 ン 庭

線 タ
道区広１拓

１２３
ー

線

尾 路路地進

道路

郡 の線の先
樹 類名域ら番

大 種区か
広１

イ 恵 イ

号 区ン 号庭 ン

タ

更の

間ーー

タ線

北

道しそ日 海

、のか平 道

同関ら成

路
告法
条係２ 示

第図週年 第昭
２面間 和
項は、月

示の

告也

と 、
て達等

道区砂番吉
１ ３ 市 の地番 野 川 路１

り
お

と

域か地 条 北 区先

変

まかまかま２
の線
路
道路

でらでらで

種
類名

らでら

かまか

ま 拓 道清郡先

字尾
地 町

大樹で 進 道水大

樹町

別
更の前

変後

線間番字

前

の、一 号年

縦

律定海の

法規北般日

よ建覧

第に道
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路
供整。

吉

開及 １
を課 第
用備 条

丁で 町砂
４ま 野ら

南先

川
市目 間

前別
更の前後後

変後
敷
地

内

る志

け歌

お道川
道砂

美
唄

間
の線

見

岩る岩

道け道

道お道

見

沢 沢

月 月

敷

にに 間 線線 の 形形

地
の

員らで
かま 幅

延

る海 規
す北 の

始び 項

長

土北 り

広 よ

帯 に
。道 定

の

業知 路

現道 道

木海 、

の

え を

備堀 域

に 区

所事

でらで

かまかまかま 幅
延

員らでら

長

道 道

同

道＝道＝道＝

国重道

現
木
土

幌
札

道
海

北

九業

二

の間
と区
等複

道
国重

所

り

、 お

て達 と

い の

置 次 道

変示
告也

複別 別 別 等砂 砂 砂

の間
線線線

と川川川 区



沢古

厚白剣下仁木雄

平 老淵川木武

成 部内

十
三 町町町町町町町

年
十

北 海

部

幌
札砂北三島礼小興

町町

南
市川見笠牧文平

区市市市村町

道 公 報

室別

鶴清旭小赤士根江

市市市市

居水川樽平別

村町市市

第

た平道

北し海市池

定北

海

会）田

道。成社区

表

献村

彰年貢町

規
則月賞名町

平日

号

月 中平 鈴鈴

十
九 木木井橋橋山田

日

忠男郎

太四

末大宏信藤

郎治孝巖

金

同同同同同同同

曜

日

桜

川村野井

常宮森森石大

省良三勝直兼照

本田田

同同

三市務男治一次雄

土
同同同同同同

田又岩藏

錠若岡岡川鹿

本

三
和匡信一義光辰

者原

同同

郎二義美茂一男馬

名

成氏大
同同同同同同

道体

海団和

北は

年又石
功市

第
則

規名也

にの自

）村 績 号町

公

後

北

知
く容労

づ功 内 基治

賞
受事

の知

彰道

表海

事
の

次
を
者堀

かま

表 らで

容限

内期 業務行

事業履 と成業

の平事

滝次

１
名

概 川お
り年要

プ

羽豊浜札釧札稚
市ロ月

幌頃益路内 市市

幌幌

浦

村区市区市

別平

厚豊 河
更

決
り也

お
と達

町町町

呂檜背

佐戸旭北浜長妹
町村

間山牛

井川中沼別

八豊門厚
町町市町町町

材平

町町町町

雲浦別真

平時をるの成

平の心き

成
成間育よ作

」むう成年 年

す務月

度年でとに業３

環度のと

境か利もるを

、と託

学ら用にこ委日

習学を

目る）

教校視こをす金

作育にも的。

材教野ど

ポ
ル

河ザ
ー日

公

す
請

子要
を

弘出
提

内の

本宮村牧木相林

。

同る

愛美

間間口田野村馬

本

孝健津子子子
智

直夢紀

同同同同食同同同

順勝

藤古

生

宇鎌清中

博

美美田水川代田山

佐

至司

二次
不健哲隆恭孝

同同同同

夫郎稔朗則男

口倍

松矢山安
同同同同

利

永島

と

同同同同

雄勉雄夫

満

た

業おれ頃し

成に入の
環小

て身ら、

務い、か

的環に生

格な境学

本近
導にし・

に境優中

九 入対い高

三

力向

れる動年

さす行学

味をけ

る興

告

功
善
改

活

堀
事
知

道
海

北

労

こ境

合関う環

総や培の

学もが習

なをと学

的心

也
達

習つで教



４
約

持企平提持の契要

そ

場又書

参画成出参他

又提

は郵成

は案年所は作

郵書

要

送等月、送の

の

北 海

出

フ説平前交資平提

午

場

ァ明成９付格成

時場審 ク書

は

シの年か所査年所

らは申 ミ交
リ付月午、請月、

書 後 期

道 公 報

３

海話

真続担郵北電

イ手
部番道番

、業本等当便

裁処務課号環号

体務業

が理を境
生 親能処

し力理－活－

第

定誌小こ環文

類選
イア

す内基面学ど境章

似道

題現

るに準内校も問表

ちを、

業営容３た

の・６がマ用

務業

号

２
加企

参ア

平資画過

成格提去
十及案３
三び書年
年選の間
十定提

留出同留

書提日に書否

便限）。便

郵期金じ郵

る５る

限後限

に等午に
よ

に着に

）必）

。時。

。。

るる

よ

間日５にの日に

－及時同提同

び金まじ出木じ

場）で。期）。

所か）限午 －

ら等後
５
必

日時

で
ま

）
水着

部 みす

環－ やる

すた境

いめ札室
政内 の組市境

もの幌環

体央策線 織中

制区課

等北－

３

ロ、

契運年どク語

西
条

・拠のよ的漢

約営生の

をどな視

履点こうな字

行

た動かビ

実持も行点ル
ミ等

がこちをら）

績つ
る。環らクの

あとがと

で問け的述

者境なロ記

あ題れなが

月基出平

十準者成

九に

日

資平
るら

すか
求度

要年

金格成

曜

度
年

日ま

除
は
日
曜
日
び
及

日
曜

土

にば視小

目
丁

６

交
。
く

すらま校

こ対な点学

る
。るなで３

と

理く年

味か広６

興い幅
け

つで般向

持解全生

を
内一、

とるにで

こき的

）
で

きなラ

で容定イ

の 業
事
間
民
は
又
庁

公
官

に

時
付

堀
事
知
道
海
北

と
者

は
間

別 ４５６

様
記

推平推推そ不

式

書書他の

薦成薦薦の明

期

提、に

間年のは点

い

２３

月出北つ

で薦段

働提被労者推別

出推
組 題のす薦あ候の

働 問

者限

合 を使る資る補制

をとのは

法 主用こ格こ

、

切列ト

る序ス
要者と

委１

口写

り
の成薦使

働会平推

労員

資用

組 詳

合 細使

を委

法 は用年格者

施 、者

に
務
業
本

企委月有員

の

関３そ

也
達

をじ
報同
情に他

連

い

表 薦用
住使代氏

様

推

先海
経は

日道て
道

か労海

）部北

金済、

福経

ら政
課部

日祉済

ま出福

）提政

木に労

すい

昭 な団。有。数な

務がる。

和 業体

律 て者

法 し用

年 と使者

り員

第 取委
扱候

用を第

使者）

う補号

者推

す候

行
令 画員

提の日る補

和 説補及を

昭 案候者者

明者び推

政 に推薦で

年 書の推薦

第 るを続る

令 よ薦手き

。求使

め用

す
手
入。

。団 ）
る者 号

団者 者

先
会
照
の

め
た
る

所名職名

体役

所

年の
所

務
事

る

書た
主

と照

こに

る課

です祉

在

団薦条

。
と

こ
る
す

。会 １

あう第

でよ４

体しの

と規

とるに

こす項

ると

格

別欠

、る

はす

き定

。
体 第

様条

記

は
の の

道 項

海 １

北 第

、 条

知内 に

道域 定

海区 規

北

組 北

堀に 、

み り

事の よ

九
四

該

のに

式項

日印

）

月地

道

織 海

をな

書し

薦当

推

労

也、 労

し 方

達有 地

を

働



２
加プると

参アイウ

平 資ロ地こ平。北

成 方 格ポと成海

十 道 自 及ー。

三 治 びザ年の

年 法 審ル北競

十 施 査の海争

北 海

１
概務行

成務件業履

平業
名容限

年要内期

月
日物はム平

道 公 報

細プ

詳り
お

考と
の

備次

る入ー

す記ポ

付にロ

添

第 号

働
労年 方

地名 道
海

北氏

委齢

月 行 基提道入

十 令 準出告札

九 者示参

日

資

昭 に第加

和 要
求号格

政 れ規指

年 さに者

金

第 資す停

令 る定名

曜 格る止

号情事

日

品ホ見開成

）報務

電ー積発

調ペか務３

子ムり業年

達ーらを月

推ジ契委

事又書す

進上約託日

ま
電成。）

業は作る金

るル

履すザ

ーの
メで

子

は。出

にと提

書この

歴
職る

、す

歴請

学要

、を

所 員

位
称

名
び

賞
、

歴。

社所 用会の 使属） 会所
在 者

所所 候
の業及 員事地 委

し社お と会に 者属） 補

ス理

第シ処 け

テ要

の の

ム領 条
定

に４ 規

発成 の

開平 ４
当

る月 該

す９ に

関年

資

で連
ル一

を付 な

格日 し

海報調

北情品
注物

発の
を

事示務

知提事

道を達
競す
名化
指子

堀、電
し 載
記
を
等
係

関
党

政
、

罰

数
員

な
の
れ
漏

所業 書
歴業地 履事る て

、社の え会） 添属所 を

従
上 推盟 を加 者

の事業 次

る総 で

す局 者

有け い

薦

あこ第

画成出参

プ平企平提持
場す

ロ成
提 ポ

はこ

ー年案年所る

書

テ

也札ス
入シ

達争る

ザ

又

出参

プ平交直参平提持
場又

ロ成付接加成

場交表 ポ

は郵

ー年所付明年所は

はす書

３

う
よ
い

ザ

ク手
続担郵北電フ

事等当便海話ァ

務部番道番ク

の局号出号シ

効納ミ

シデ

プ
アイウエオカキ

ス面スー

ロ業シセシ画

テュテ遷テタ

ポ者スキ

ザ実ムリム移ム管

ーの

行

エオ

。
す体 ま団 し級

道過し
績 の業２実 ）内去た 号
者年

。

ル月の月、と

提 説
会期同

明日出日に

開）、）。

の月限月じ

場５

日前出後

催午提午
及

及時所時

時９
び
所方

場分び

ル月、るの月、送

提 説

同留

明日に郵出日に書

同送期 書

便 ） のじは限木じ郵 金

提午に

交か。し、）。

い出後限

付らな

期

）所時。

間日。場５る

まびに ） 交。及） 木 、
場で方よ

付

リ 局 率
化－物－
品

－ 管－ 理
札課－＠ 幌
市内 中線 央

区
北－

３

操柔の

ル力開テのの理

及の対作軟容

の等発ィ

・性

査び考策性性易

審

性

経張

準要方拡

基所え

有 定又間を 規

額
算
積
費

内又る 基道国す にはに
。 指営地と くにはこ づ

団 止等共 停所公 名業方
る情 中すと 間有体 期を

舎
庁

が
ん
れ
赤

庁
道法 で

２

九 階

五

所法る

議
会

号
１

は
法間

方時
び付
及交。

午
ら
か

時
９

前
午

、

条

い者シ な業報

目
丁

６
西

開 あるム であテ 者でス

。務 と。業 こと発 るこ

ま
時
５

後室

結
締
約

契
を

履
に
実

確
、

し

）
で



協１

成調

のおの平入

次な定

達
札 と、適

おこ用

す 付

りのを年を に

一入受

特
す 般札け月る
る 競にる

争係。日定

北 海

北 ２３

道
海

れ開所開

立 る発及発

中 地許び許

央 域可氏可

水 のを名年

産 名受月

試 称け日

験 た及

道 公 報

事１ 北

都は

３

海

、平開 道

完成発

市 所開

網

区

計 及発

了 走画 び許

し年域 支

又

法 氏可

た 庁 名年

。月は 告

工

昭 月

示和 日

日区 第 及

第

事１２ 北

都は 海

、平開れ開 道

完成発る発

市
空

区地許

計
了 知画
し年域域可 支

又のを

法
た 庁

。月は名受 告

工称け

昭
示和

日区た 第

号

平
成
十
三
年
十

達の

札調項務

入る役 事
及

下、称

以は名
び 入

北

と月
」４量

札年数

い
。マ道験

う日海試

場 者び

告 の番道

示 住号立第

中

号
２

網美平央 走幌成

水 郡町
美農年産 幌業２

試 町協月

字同験 青組日

に 年 び

含 号

第
律 号ま

法 番
株平網
郡 ）

式成走 号

会
社年美 第

６幌

日稲 １

６字 第

龍月町 条

代

に者 年

含の 号

第
律ま住

法

滝札

黄中 第

市市 ）

川幌 号

金央

１２ １

西南 第

町区 条
月
十支
九
日

庁
金

曜
告

日

央船

をケ中査

）ラ立調

すで産や

施ュ水お

実シ

場丸

。成験お

る作試し
理

政小修

た架

れ長上

さ
達事

調池工

府

場

南網

山合

告 代建

示

地理第

番表指

１事
組－
合

の

表美 項

博
澤
石

長号

取空北

規
に、 役指道 定番 締建海
走 よ河 第網
川 合

の地 ４庁 次敷 田－支 る

号長
田 為４ 行か 太 発ほ 彦開

規

北目西 の

丁条 項

に筆

海

よ

空地目 に

道番丁 定

知１

る支

２ 開

長か地 の

庁ほ番 次
行

水筆 発

１ に

元第 為

示

４５
る
す雄式

関一

に幹

道執

約海札入入

契北入
場 を市の札札 項余行

条

光

郡

申申申査

の審

かアイウ

っ

を書行 請請

査請を

審

３
工

夫 る
す

敏 関

申類

者 イ条

は

三船付、 条 青県造件こ

県平沢所一ア の の 森太

の 札 小洋市内般か ５ 入

す

秀工 関

泊かかに競ら

２
工

彰） る

区

の平道対修

入次でのア

る にい成が象理オ

き 札

行調のホ 範 参ず

力ツ

囲 加れ年う査能ー

すに北指船示 る
す行行 を

達
調履履

町び 場
市及 す場日 余所

部平

町
中時

所浜日所時

北場余
会）成 番海市

道郡 議
余余 室年 地

市市

余浜 送６ 海郡町 郵月 北

方 し提と

請のた のの

道

、

け期法先は

な出き

時
平申け郵北電査

ば審

れ

果

ら成請れ便海話結

な

書ば番道番 な

中申

い年類な号立号を

はら 。

請 央 月提な

者 出い－水－

の 、 村らら乾争ウ ２ は
札で 規 地 か津三ド入ま

村ク参に 定 方 ら軽廐ッ

森峡ま又加定 に 自 青海

る 法 県地では資め よ 治
のと 条 施 深域の乾格る

囲ッ審こ 件 行 浦に範ド

まいにク査ろ 付 令 町お

一

る準よ 般 昭 でてあにに

和 は
離、港ずり 競

海

あ るも海名おをク

に
しっ及

る 者該道競や持

示入おてび

次 に当告争

要る第札丸い日

に 必す

にのる本

掲
げ なこ

と地

る 資と号関定こ海

てい。域

港 格。にしけ
名かお

造 定指港に

に 規
停航て

所 るをらい

船 す

務日所

役
定期場 特

を 船

所

等成船

様平造

仕
の

札月
入１
年

説

午 中町町 よ 立市中 に日

る 央浜
場後

は時 地 産町合２ 番 水中

試、
便送 地海 場郵郵 番北 験

部号よ 北立 務番に 道 総

る 海中

場 道央

産に

－合 立水

日先。

通 試－ かの
ら指験知
す 示北場

る

部

５よ道務。

月に海総
余

で成郡

ま作市

日り余

争

書中

請浜

申町

た市

し

島北る、

備の 札 政 を海設２ 入 年
で 令 含道
む室
。蘭特及 あ 第

）市殊び る
の 号
以

範ら架に で 。

のか上

海及げ 入 下

囲北台掲 、

あ道びる 札

に

路格 参 令

る福斜資 に 政

止海は

町）を 加 」

港島

れ力北

し のさ速、

有 舶

海

、 建

か 造て

総 はなッ紋

つ 又いノ道

ン 理こで市 ト 修いト別

資。おら 数 のとおか

格む北
道 ン

をね海 ト

有

る
よ
に
書

明日

す時松 型

。

九
六

は 中産

、 央試

） 試総
北着 産場

必 水験

類町

験道務
海

を

を有 し と

な
し地 出番 提 する うう

で有す よ い

ま

こど す ）

びるか と 。

及

間前 船

。

森と第るう

青

と内ま

こ以町 舶

る

行）び

航船及

。にで 鋼



者員る入

イアイ

平 落でのこ札日場

成 札あ一と説

十 者る部。明

三 とかに会

年 なを免の

十 っ申税日

北 海

当

開に入る捨税相

号ア

た業す

札掲札落額て事

額加金者る

の札 げ金を
定 入等算額で金

時決 る

を

おに 札にし）あ額

に

当 及係たをる

道 公 報

８９

落財て契要そ

っ
則 者書 規 交札

札約 務入
効の 付第有 の作

決成
な
入 方条 定の

第

７

保和る入
と札交 以証入
を北ろ明

下札 金年こ説

保
道よの

証 消納海に書付
場 の 税す規る交

金 費付
等る則。付

号

６
参 札札に

札札

開開入
入

よ 証 場日し
加 保

月 たし事時

十 者出業及時所

九 はる者び

日

落とい所平北

、こが場

道

札。る成海

決たと

定だき年小

金 樽 後しは

速、、月市

曜

か札同日町

や落共６港

日

る金もか入

い

に者企３

っ こ消額っ免札

てた び
２て の費て税書

、

業記

には 公税当落事に

金価者載

規、 告等該札

定取額格です

定入 にの

る書 め扱にとある

す札

るか

資に るい１する。

を載 札未のを

格記 入円

関の、わ

有さ に満で問

に否他 １札 方要 第

しれ

。 規る の限 項 法法
よ

番場し に

話の） 定 電
で者 り

号所た

交を 定

付落 め

す札 た －
る者 予

関所

付 」こ第に

納

－

の とと

北

除 う。る

免 い。号す

）下項便海

、 。以事郵

付 相番道

納
法 額務中

方 当財号立
央 等 を規

産

は 含則－水

、 む」

試 政 。と

者
る

す

所時金と
う

の

じじそ

同同、

にには

が業午番

積
見

の
者

。。

費共体前

消
税同消

課体等

の業税

等企費時

業

業合事

事場税

税の免
て出

あっ申

であ者

者で

なた す端入ず

か、書

る

条がに見

い金 る数札、
加も

のに 件あ参積

者額

た該 違とすっ し当 にる

しは者契 入金 反きるた
、金 、の た、は約 札額

入そ 財札の消額

の 規は端費の 分 務
則無数税

５

。と 定

効金等

す 価
る 格

最
で

内
囲

範
の

限
制
。 の

のう北場

令 ）い験

の
低

。海総

第
）道務
市 の の

第余部 条 分

郡 ７ ５
当ら市 び 相か余 及 に条

浜 海 す第町 北

中 道 る

務 以

条町 財 額
額
金
約

契
た

っ
も

ま

提

免そを

地
び
及
税
費
消

２

業成す

事構出

税の

ト

履履札の平道総

入次

行ン

にい成が

参ず
加れ年う数 行行

と額に に分 第

すに北指

相の すを係

条当 る切る

協１

各。すり課に
調調

のおの平入

次な定

達達

札 と、適成

おこ用

すす 付

りのを年をを に

一入受

も
を

格
価

般札け月るる

海
北
道 ．．

立
稚
内
水
産

規 上

定 入地 の 則 の番 で

札昭め

．

契日こ詳

約本の細

の語入は

手及札、

税
費
消
方

続び及入 す
関
に
約名所

契
アイ

該道競ト 期場るも海名

す示入型 に当告争ン 者

に舶 要る第札船 日所必
なこ
。にし鋼 平造資と号関

所規て船 成船格

）

るを修 ２す名の 年定指

特特

す

の ６船停理 月

る 競にる
る役役 事

争係。日定定

達のの

札調項務務

入

及等

下、称様

以は名仕
び 入

と月札

」４量入

札年数

北説 い
試
験
場
告 道

示 立第

稚１
号 内

水
産
試

に日び札

お本契説

い国約明

て通は書

使貨、に

用調よ

電す達る

話る手。

番言続

号語の

及停

び止

通等

当
担
を称地

務
事
る在

－

道番

樽る海便

小す北郵

３の中

第織立号

港組
号名央

のさ能 日舶止

埠称水－

っ 又い持 造てを 建れ力
とる 理こい 修いて はな
こ の

九 と 資。

七

う日海試明

す
有

を。 格

）ラ立調に

。マ道験書

実シ内船る

をケ稚査よ
丸

すで産洋

施ュ水北。

さ場架

。成験上

る作試

府事

政山工

た理

れ長修

験
場
告
示

貨が
有 －り
得
る
。

頭及産
び試

地総海

バ在場北

番所験

験郡

試市
部余

ス務道

ー
や中

お浜

船町

査市

調余

に式

達一

調崎

。
と

こ
る

る
す宏

関

し町

お

地
番 丸



７
と札交交

和る入

入

付付 保北ろ明

札年こ説
る交

金道よの

証海に書

則。付場方 の規

北 海

６

入開開入を

入下金

札札札費 に付

札消 札納
」 しこ
等 加る 保税 参す

と よと 証 日場日

道 公 報

４５
道執

約 審海札入

契北入

行内の札 項 を稚行

条 査
す場 た末所 示 っ市場 を
と広及

第

者かアイウ

はの
ア査請 の、審申申申 条
ら申類 のかを書 請請 ５
まし提 のウ請の ２のの

号

３
造件こ

条

平の 船付
成入 所一
十札 内般
三は に競

年、 乾争

十

関所法

付第に

納 ド入

の
除。る

免号す
便海話の

、以事郵北電

付番道番場

納下項

法務稚で

方財号立号所
交 内 等規

付

産す － は則－水

、」

る 試－ 政と

す
う 時所時金と

い う。

者
） る
。

、
当 ）成にには

相 部平
同同額

。。の
を 年じじそ
含

っ
） 日も
。 ５積
む 月見

は所丁日所

き４び 場

の

査番北会内

審５

、目時
海議市

電
話結
号を稚広

番果号道室末

申北内郵４

請海市送丁

者道末に目

に立広よ５ －
通稚４る番

法先 定でな出 規時方

－

るめば よ定れ ににけ期

便海 条るな平申け郵北

書ば番道 件
とら成請れ

こな

稚 一
ろい年類な号立 付

はら に。

内 般よ月提な
出い－水 競り

産 争、日先。

試 入２かの

地

月方 ッ札

十自 ク参

九治 又加

日

審行 ドの施 乾格
法 は資

ク査令 ッ

金

和 準昭 に

曜ず
る年 日

令い験。 政 設

第う北場

。海企

）道画
内務 の
第稚総 条

市部 ７
第４ 北ら広 びか末 及条

丁 海

目 道

午た

ま番 務
条５ 財

前契
約分
額５

時金の

郵に
る

よ税す

に費当

送消相
方上

合地以

場び額

る及

、消の

は

知内丁場

す水目合号

る産５は
郵海

。試番、北

験

北号稚

企番立

場号便道

総海内

画

水 務道

試

部立－産

稚

験 内

北場 で
のら指験 札

水場

示
よ道画 る
及月に海企 あ

日り稚総 の
び７

成市部 、
にま作内務 で

るた広 札
げし末 入
掲で

目 加
格請丁 参
資申４ に

すを番 よ
有類５ し
を書

令 備
特第

殊
び
及下

台以

架。

上号

有い

をと

）」

路令

斜政

規で
定
の号 則
昭め

．．．

）保

着税札

必費入
以証

アイ

契日こ詳

名所約本の細

の語入は

北企

続び及入

手及札、

場稚務

験道総

試海画

産
こ約

捨税相者員る契

イ
あ一とに

て事当落での

る者る部。関

た業す札

う

額で金とかにす

金者

る提

るうな

どし す
か出号 と

９
約開に入る

契要そ号ア
札 げ金を 書札掲札落額

等算 の時決 る額加 作

の

。
と第

こ）

る。

すう

入

規札

札務入

落財て
っ

８
則 者

効
第有 の

道
教
育
庁
石
狩
教

明

お本契説

に日び札 在

に

称地て通は書

い国約

電す達る

用調よ

使貨、

言続

海便話る手。

北郵

及停

立号号語の

道番番

稚

び止 内

通等

）あ額なを免る

－ 水－

し事務

をるをっ申税事

免札者出業を

もか入た

が当

て税書はる者担

っ

記落といす

落事に、こ

組

価者載札。るる

札業

定だき織

格です決たと

するこ後しはの

とある

落共称

るかと速、、名

札にし

成に定

のを。や

金 要い当 及係た のおに
っ 否他こ消額

てた びる

２て の費

、
規、 告等該

には 公税当

す札 定取額

定入 にの金

資に るい１

る書 め扱に

を載 札未

格記 入円

決

な
項 法に １札 方第入 条 定

よ
し に
） 定。 規る の限

落 め
を 定

者 り
た

育
局
告
示

貨が 産

有 － 試
験り
得 場北

る

市
務内

総稚
画道。

企海

か札同及

目
丁
４

広
末

部

業所

、わに者企び

で問
札、費共体在

入ず消が

積等企費

に見税同消地

っ課体等

加もの業税

参
契事場税

るた税の免

す
金者で業

は約業合事

者
のあっ申

消額であ者

、
端

しれ 関の

有さ に満
費

額 条が

い金 る数

なた す

と し当 にる

のに 件あ

者

額 しは 入金 反き た該 違
入そ 、の た、 札
財札の

と 定
者 予

札 た

は端 分 務

の
限

制
。 の
る 格

す 価

九範

八

最
で

内
囲

番
５ るて出

号

税

か、書

税の提 の に免そを 分 等
係

事構出 る

則無数 の 規

課に業成す

と額 に 第効金 ５
相 すを

の
低

各。すり

る切 条当

も
を

格
価



２
札の平道当こ当

入次る

平 にい成が該と該

成 行調を調 参ず

十 加れ年う達証達

三 すに北指物明物

年 るも海名品し品

十 者該道競にたに

北 海

海職北盲北聾北

イウエ
道

海道業海学海学海

北

有札札

道恵科道校道校
聾

幌南等朋幌幌

札庭高

稲高学高盲

道 公 報

入 を通

達普

調契納納
ア

期場 物等

る高

す科 約入

品学 期

第

１

パ

成札調

平入アイウエ

に達パパパ
ソソソ

年付をーーーー

すすソ
ルルル

月るるナナナナ

事物ル

日項品ココココ

号

協 北

次な定 海

のおの 道

と、適 教

おこ用 育

りのを 庁

一入受 石

般札け 狩

競にる 教

争係。 育

月 に当告争関者関

十 必す示入しでし

九 要る第札、あ、

日 に迅る要 なこ

なと仕

資と号関速こ求
書

規るア。様

格。にす
定指フ

金

るをー記

す名タに

曜

品止ーの

物停サ載

日

北等校等学学

のさビ要

校
学

等校校

高学学校校

等校
路

篠
幌

札
道

海
北

、

でにす平

様
仕

の間日所

成、ある成

平

っこ 入

アはが１

札年のてと年
り４

明月、、有月

説１
及日及成得日

書４ウ平
る びかび

のピピピピ

等ンンンン

称ーーーー

名ュュュュ

４１１１

び
及タタタタ

量式式式式

数

７７ １
××××

北月台台台台

入る

道た４１１１

海当

局

札調 告

達 示

以は 第

下、 ７
号

入
と月

」４
札年

い

・等

賃れス件

。マ
う日

のなン満

借いメを

貸て
ンて

格こナし

資いテた
こ

すのる

有。スい

をと
整証

とがを

こ制と

る体

海
北
、

校
学

等
高

備明

。

年。金

等
高
北
拓
幌
札
道

）

要らエ

求３に

仕月あ月
っ 様

、限

にまはを

書日て日

。た成に

る。平度

よで

当 だ

契

し年該

、

期

予月約

育の

教り校校校校

算

通業学学

庁単普職盲聾
））

狩）科科校校

石価

校

局学学

育等等

教高高

をケ
）ラ

谷
藤

））

長校

。成
る作

すで
施ュ

実シ

た

さし

達
調
府
政
た
れ
さ

いで

て者

れ

８９
た

落北項当契要そ

１月
の 者書 道規り

札約 海の
よ価の 務に単 の作

財定

６７

北
、
校
学

説

開開札札交交

入入入
金書 札札付付 証明

札保
はの 保

長

囲、延

範をを

の日間

４５
内イ

道執

約海札入入

契北入
場 を幌の札札 項札行

条

教
剛

市

申査

は審審

者のアイウ

請請

かを請を

ア査申申

関
に

ウ請類っ

ら申書行

３
る
す

あ条
と一の の こ付条 る件こ

決成 規 競の 札 。般５ 入

定を 定の 則り）

法たっ否他

昭めも 方要

予て

和
海格

北価札

年定入

道有
札

第当入

則月な

規１効
た

に
免付 証 場日場方 、交

るす

所時金す関所法

除
。る
事北北

同道道場

にに項海海の

。幌育で

じじ札教所

同

中所 示

中石付

市庁交

。

所時

区び 場
央及 す場日

平成

条
３時

所北日
西北海

成 ７海道

年 － 丁道教

年 目札育

月 幌庁

北市石月
日 北 海中狩

な提と

ましのた のの

海

法先は

にけ出き

時方 で

査

るな審

めば、

定れ期

便海結

とら平申け郵北

書ば番道果

こな成請れ

ろい

育申

に。年類な号教を

のら よ

庁請 り月提な
出い－石者 、

方 札規 地 入の 、 争２ は
る 法 資よ 治 加に 自 参定

査付 令 審件 行 の条 施 格

一
競 和

般 昭

。

以単る

。の限

号りに
））

下価
を 規限者 務制た 財のし

則の

九 」範落

九

す うでと い内者 と囲札

北育。

区教る

央狩す

最

丁務
７総

西画
条企

３局

育で 道 道央教日ま

目課

教区
会）必 育 育北局火に 教

午の 石 石条議着 庁 庁３

教 教７前こ 狩 狩西室

と 育丁郵

企に） 局 局目送時。 育

総海る送 画 画北よ郵 企

課庁合よ 務 務道場に 総

狩に ２日先。

教通 のかの
ら指育知

示北局す 及

よ道画。

び月に海企る

９

掲ま作幌務

に日り札総

た央

るし中

げで成市課

有書３

を請北

格申区

資
争

あ 第
で 令

札 政
入 年

る
札

入 下
、 以

で 。
の 号

）低る 。 加 」
参 令

に 政

価 第の。
格
条

館、場 ） 別はる 課

第１ 号平

番、

階便は

６郵合 か提７

るを西

す類条

北

し と

かな

うし目

ど出丁

第る
す ）

と 。
うう

よ い
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北 海

．
．．．． こ詳
の細
入は
札、
の入
執札
行説

道 公 報

約本の

る契契日こ

アイ

札

とにの語入

こ約名所

び 在 す続び及

。関手及

事お本契

るに日

第

者員

アイ

る捨税

落での

た業札あ一 分 落額て事

決加金者者る部 の 札を

とかに 定算額で

申税

にし）あになを免

当たをる相っ

号

開に入
号

平札掲札

成のげ金
十時る額
三に入等
年お札に
十及係

は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

を称地て通は

務い国約

電用達

当使調

担、貨、
続

る海便話す手

す北郵
教号号言の

組道番番る

の育語停

織

及止 名庁

通が

称石－－び等

及狩

貨有 － び教

出業

た金もか当たし事

るはる者

っ額っ免す者

てて税

とい

は当落事金、こが

を札。る

、該札業額落

格で入決たと

入金価者

書にとあ札定だき

札額

、、

に１する書後しは

記や落共

記円るかに速

で問載か札同

載未のを

れの、わすに者企

さ満

い

月てびる

十、こ消

九２の費

日

地

定にび

規告及

に公税

るめ方

す定

金

格入費

資る消

曜

有に
を札税

日し関以

所育り
得 在局北

る

線 総札内 画道。

地企海
務幌
課市
中－
央

ずる消が業

西
条
３
北
区

数札、こ費共体

た端入

費

額がに見と税同消

金

の業税

にあ参積。等企

とすっ課体等

当る加も

場税 金きるた税の免 該

は月業合事 額は者１事

そ、当者で業 の、
の消たであ者
て出 の
端費りあっ申 分

等契か、書 ５
数税のる

いる
なす下

金

等 しに税

の件費

者条消
たい 札しと 入反」 た違

規は） 務札。 財入う 、

年

３

無取 則、の

道平す道下
法 関資中以

第 企 が成る税格律 小

営を中 要業 行

等 う年業滞件小

を納企号

２

指
と

資物の政政こ

資次い

等

第 ず第。 品令 格い令

のれ
に

１
目
丁
７

競物契

平資平般る
一す

争品

成格成
及
調度札の

年び年入等

約免そを に

月達にに種

当
を係金税の提 相
額に

の業成す

切る額事構出
規

すり課

北

地定 海

に 道

よ
方
教自
り 育治
、 庁法
一 渡施
般 島

効扱 第
とい

。
各る
す 条

．

の協
等 特第 同 名月行し業）

てい例協３ 組 競１って

法 入現いな同条 合 争日
札在るい組第

と」項 昭 ににここ合１

すい。。と第 和 関おと

法 指引う号 年 るてい７

第 を続）掲 律 名き。に

停き及げ

４ 該 種の の 要も条 条 の

第 第 すの の 格類件当４

と項 項 北格北こ２ １ る

教規 規 道道。の に 海海

る 庁庁に す 育育定 定 教

参類

で 島島り 者 渡渡よ

をお
るてす、約

日すい加は
定平島

品海者に

物北る

育

の教必め成教

等道に

種育要る

の

類庁なも年局

渡資の

報

島格と月情

教はす

北育、る日処

行
競 教令
争 育

入 局昭
札 告 道和
に 示 教参 第年

育加 ８政
す 号令 庁る 第

渡者
に 号 島必 。 教以要

止２びる

れ以小業 ）

さ年中協 号

いの業合 ３

て上企組 第

な情団 条

こ処の下 規

い報体以 に

と理組 定
中

育に業 る

。教織協 す
る」 企

器す合 小

機関組

入 い 育育争 な 教教競

用

情情へ と のの札 こ 局局

理理加

処処参

報報の 。
さ

機機除

育育排

教教を

に理
机机て

用用れ

器器

。
定般育

道がに一教

海局
る争器

育結め競機

教締
の札机

渡よも入用

庁し
し公賃

教ととのの

島う
当を借

局る、告貸

育す

高定契う約

に該行契

長

め約北

な 下 育資

局格 政
を 告令
定 」 示とめ
た い
う。
。

第
）

条

一
〇
〇

う 協

の律い 等

机法と 業

賃

に

借和 組）

貸昭。 同

に合

ので

借の

貸も

賃る

のい

教

契よ道

橋るに海

資な 渡

修係達庁

に調育

約り

の
項

１
第

５
の

るを



７

に有資格２資

約資資

平 効 係格格をに格

成 期 るは有規に

十 間 一１のす定係

三

の 般のるする

年 喪者る営 競

十 争にが資業 更

北 海

６

格再再成格資資

ウ作資
有の 申格 を企申しの格

を申効有 請の 有業請た

の る合し請期効 有 す組

間 期 方 者又よ書間期 効

ではう類及

道 公 報

５

中

格再次行

イ資をアイ

いこ格小 申 審 提のう資
業 の 先ずとを企 請 査 出

かです等 再の のれが有

在にきる協 申事 所

第

４
格申資申資申

の資たア
書 請請

に審格格請提

際
格の査査類
出 資査審審

提の を申ののを のの先

請請出名 時方 有請申申

すの

号

済小

てる経中

いげ
つ掲

当は業業

、件産企

は要
が同

中適長協

該、局等

小用

月 入新定失次格に

十 札めの要関

九 のるい件し

日

札約れ該令

落契ずに法

定係にし規

決にか当の

のる該な定

金

まのすこよ

日も当いに

曜

とあこと許

ででるとり

日

とをび間は
するとな可

資

る業す提当、

あ協法
合者し期格

も組る出該
けの有

にではな間を

の

る

るる４れ更す

限あ、
な手と

。資のば新
なめ

ををのら続認

）格

。旨

更す請いた

変有申

地請由該る者同
しる書

電る該

す当合

当。の組

郵
番番で格業

便話者資企

き係合

号号引に組

続るを

き営除

資業く － －

格を。 －を相）

、る

る時期は法はす称
と北

で及平次こ

者期、

掲に海

あび成に

る方

るり教

も法年げよ道

の

請わ庁

が月申行育

構
員か類け島

成日書な渡

提ば育

のらのれ教

過

官法

業なう合

企し行組
条

同需３

協。公第

等い
合号

又組４

合格第

組適

組明げ

業証掲

協のに

は

た免

るたとっ・

合をる

たき・

、っと許

。めな
は等

期き録

効と。登

有
新格す

更資要

の、を

間

に

行う合

、失場

はをる

もでの通

た者類の

わ。

構先あ

の出が

のそ提知
か

を当日

員、た

成にっ

先の

し出１

更提ら

変該

た

得続で

の指に

もの

北

よ、あ

函と併資 内 道う合る

海

るはを

館す又格 線
市

も譲有 美

よ者

４はにる

原の渡す

６格承そ

目資りで

丁、
査し構

番審継の

数５先ら企

半月出な局

占ま、い総

を日にな画
学

ての該課

めで当。務

し先管

るに出校

い間提
示

。け指係

きなの理

と

す業

が有企

なよ

ばに

れ

かき及

れと合

ずる組

い

合

す組

当業

該協

に。び

お

、て

はっ

きあ

とに

る

４
、

。て

いい

な

条 申査道
約 審海

ウ契北

っ市 を 書行館 項 請を函

３

り契

よる

にめ

示定

類

者をアイ で条

はし

る付アな申申 条 あ件こ

請請 ５ 入 こ一かけ の の

。競ウば の 札 と般られ

申
再者員

号のた成

２
請資

納納札の平処当

入次報
教調

にい成理該

参ず
北機物

加れ年育達 入入

。し

い成

な作

らり

すに

１

報達

札 成調情調契

平入
達
す理す 付約 年を処を に

設

の、

２は
月る教る

に立
北

次 海

の 道

と

当

教

お

該

育

り

許

庁

一

可

渡

般

、

島

場

提と原 す

のた美 示 免

６

、目

先は所丁

出き４

け郵北電査番

審

れ便海話結

号教号を

ば番道番果号

ら育申北

な

請海 庁 な

者道

まな ２のの は

－ い－渡

規時方 地 入でら の 、 争
参定い期法 定 方 札にな

法 資る よ 治 加め。 に 自

こ成請 条 施 格と平申 る

書 件 行 の
令 審ろ
一

査に年類 付

の 昭よ

出 競 和り月提 般
、

道用に 期場るも海器品

育のし

に当教机関

者該

要

要る庁賃、

日所必す

北資と島借求

なこ渡貸

有成海格。教の仕

が平
道育資様 り

飯告をに

得年七局格書
す載

。月高示有記

る１

物育物

す

４等第

る期
の間

等器等 事

日品機品
平で

称様

名机仕

項の用

平

び１成、

及等

数式
量入年成

札１

１説月年

北月明４

競 教

争

許

育

入

、

局

札

登

告 録

示 等

以 第

下

を

９ 取

号 り
とい

たと

れ」

さ札

消入

島に教 。

通育 教－ 育知庁

す渡 北局

る島

函総育 内 道画。教

海企
館務局 線

一 企 市課

〇 画 美

一

日先 争

目
丁課

４務

原総

２

ら指 札 政のかの 入 年

示 で 令に
掲月に あ 第

げ５よ る
資ま作 で 。

る日り の 号
札
をし 入 下

格で成 、 以

有た

加 」

る請 参 令

す申 に 政

号こた

日学８るし

か書

校
）北規。件

金、にと要
た

函る満

道すを

海定等

教い

学道て

聾海し

館北

書日月

渡と

庁こ

育る

校

海当

道た及か

育の要３を

教りびら日
度

庁単求月限

渡価仕

該

教書ま当

島）様日に

るた約

局よ。契

育にで

きう

、を

高し間
だ期

長

６

。
る

す
施
実
を

）

。。

番

う
うを よ い

ど類 し と

号

し す ）

の出 と 。

か提 う 明

教証

島を

第る請な

申

橋予延

情者

のた

局し

育

と

修囲こ
範る
のす

算長
内



者員る契

イアイ

落でのこ約名所

部。関 の札あ一とに 分
者る
とかにす在

相っ申税事

になを免る

北 海

事

開に入る捨税

そ号ア
金をた業

札掲札落額て

時決 る額加金者

の札 げ

）あ

に定 入等算額で の

及係たをる

おに 札にし
当

道 公 報

１月

８９

海 交のた

落北項当契要

財定の 者書 道規り

札約
成 規よ価

務に単 の作 付

定を 定の 方則り）

決

第

６７
説

入開開札札交

入入入
金書 札札札付 証明

札保
証 日場日場 、交

はの 保
免付

号

５
札入

入
平執
成

札 行
十の

三場

年場 所

十

業を称地

当たし事務

及

が当

るはる者担

す者出

額落といす北郵

金、こ

組道番

を札。るる海便

定だき織教号

入決たと

書後しはの育

札
に速、、名庁

記や落共称渡－

載か札同及島

すに者企び教

っ免

てた びる金もか

い
の費て税

、っ 他こ消額

２て
該札業

には 公税当落事

入 にび金価者

規、 告及

とあ

す札 定地額格で

定
る消１する

る書 め方に

を

格記 入費円るか

資に

に満で問

を載 札税未の

有さ

しれ 関以の、わ

法法たっ否

昭めも 方要

予て

和
価札

年定入

海 話の格
北 電

道 番場有

則 で月な

規 号所１効

交当入 第

付た札 －

号 すりに

るの限

所時金す関所

除に

－。

事北北

。る
るす

時

同道道

成にに項海海

平
同
。。館育

年じじ函教
美渡

月市庁
４教

日原島

月び

十日所

九時

日

函同
道合

海島
北渡

金

市舎
館庁

曜

原階
美４

日４

体在局北

る消が業所育

と税同消地企海

こ費共
業税総函

。等企費画道

の免課市

課体等務館

の

４

業合事原

事場税美

税
っ申目

であ者丁

者で業

ず

か、書番

るて出６

あ

る数札、

なた す下端入

い金
あ参積

者額 条消がに見

当 に税る加も

のに 件費

るた た該 違等とすっ し
しとは者１ 入金 反」き

当 、の たい、は月 札額

入うそ、 財札。の消た
の の 規は）端費り 分 務

取金等契 ５ 則、の数税

以 。単る

無

価。 下
））

限た 線務制し 内財のを
の者 規
則範を 」

と うで者 い内札 と囲落

金丁育

のる ）低す 。最

総

午番画
６企

）目局

後
時課

１号務

分
室 番議 ６会 目号 丁
号

免そを

業成す

事構出

税の提号

北

次 海

の平 道

と成 警 所

お 察 在

り年 本 地

一 部

般月 告

効扱額に約 に 第

相 といを係金

すり課の

す切る額 条当

４５６７

。
各る

契一一平契 落

約般般成約名 札

に の競競 金

相争争年関称 額

手入入北す

価。 第

円方札札海る

格
条

２３

第１

ビ落平落

デ札成札氏住

パ

者

ー
ソボオを
８氏

ナープ決年の名所

１
コジし月名

ルドロ定

北

次 海

の平落 道

と成札 教

に お 育

り年係 庁

る 一 胆

般月物 振 の入
札、
入は
の細
こ詳

競 示 北

争日 第

道入

海
室札 道

に 号

市よ

蘭

警

町落

幸り
察

を

番者

９札

本

務海

をの道事北

定

号決

担教

定告育を道

決公教

手振す庁

た胆当育

し庁
局織教

育組振

続教る胆
画

第称企

示名局

告の育

及大札

４及

ンェた

住藤市

ピク日日び丸幌

タ株央

ーー所井中

ュタ
モ式区

ル条

ーイ社１

ノバ会南

品

目
丁

））３

型式西

ト

競 教

争日等 育

入の 局

札名 告 道

に称 示 教よ及 第

育りび ６

落数 号 庁札量

胆

を
者

振決

教

、書
は明
行説
執札

定北

話る。

電する
開よ

公に

号
番。

－部

。
た
し

告

海
北

示

号び総

山
長
部
本

察
警
道

２

地
在課
所務 ４番

し海

地 台台台

育た道

局

育

。教

告庁

示

木
長

局
育

教
振

胆

－
線
内

一
〇
二

田

昭
俊

村

廣



３４

道約海話札

次契北電入

の平

平 い成が条道番執

成 行項札号行 ず

十 れ年うを幌の

三 場 に北指示市

年 も海名す中－所

十 及 該道競場央

北 海

１２
に

札調可調納納札

入入

を式を入入参

に達搬達
る期場す

すす重す加

付

所者

事物測物る

るる量

項品定品日

道 公 報

北

次

７

海

の平 道

と成

平契

警 成約名所

お 察 に在

り年 本 年関称地

一 部 ７す

般月 告 月る

競 示 ３事北北

争日 第 日務海海

第

３４５６

額約般般

落落月契一一

の競競

札氏住札

者金

相争争 の名所額

手入入 氏

方札札 名

をの

び本京決公 円 及日東

号

札転札成

落運落平

１２

に免者
定月

る証決８

係許を年

賃フ
貸ァし

借イた日

月 び － 当告争所区

十 す示入北日

九 時 る第札２

日 に条 こ

線 。にす７内 と号関西

規る丁

定指目

金 す名
るを北

曜

品止道

物停海

日

置仕必

の装のに

のさ警

等成約な

称様平契要

名

担資

及
び１

者

数式年当格

量入

の

札月等

説

入

よる

にす

書定

明日指

付を道道

け担警札札
号 北当察幌

道る部中下

海す本市以

警組総央

本の部北札

察織務区入

告称計条と

部名会２」
。

第び７う

示及課西い

所丁

た

所気港し

住電都定告

株丁
ス５続

ー芝手

リ区
式目
会
社番

のシ
等グ

品ン
物リ日

号

数器
び機

及ム
称テ

名ス

部

入て本

購れ察

式
一

量

こ部

格い務

資な総

のい
こ
る課

す。計

有と会

を

警
道

海
北。所

る場

。
と

号在目）

田
山

長
部
本
察

。
る

す
施

実

地を

）
価
単
の
り

た
当

月
１

事当落

入る捨税相

アイ

金をた業す札

札落額て

金と

決 額加金者る者

札
等算額で

廣
８９

開に

落財て契要そ号

っ
規札 者札書掲

務 札入約

の 則の の作げ

定効の入

第時 決有成る

６７
報説

便郵電札交交

郵入
よ書

ににに明付付

等便

５

るるるの場方

よよ

入保第う

開入以証入。

札金札） 札
保 札にを保第 条 下

の 消 参納証７ 日加付金定 場日場

札札札

入入開

るをっ

に にし）あ額な

る金もか入た

当 係たを

書は

っ 消額っ免札者

た
て 費て税
業記落

は 税当落事に、

の金価者載札

、 等該札

る定

札 取額格です決

入
１するこ後

書 扱にとあ
。や

記円るかと速

に い

に

載未のを

方な要札
び 第い 法入否他及 条お

２ 限の 項、 にこ １て 札

に 定規 。告 規に る公 の

る ため よす し定 に定 ）

札 め格 を入 定資 者る り

札付所法

入入入交

を 落

認認関

ははに

札札

海海話の

めめす北北電

いい事道道番場

ななる
幌察で

。。項札警号所
交 市本

す

中部－付

央総

る

しすの及条 証費

－ 区務

ら 等 時金よる納びか 税
ととの海第 」 うこ付北

と道 す。免 い
者、ま 務 う にる除条 財

の 則 ） じは納で 規 。 同

当 そ方定

相 。、付

を 者等る 和 額 の法め 昭

含 のはと

所時所
同

海海成に

北北平

道道

。

札警年じ

幌察
市本月

中部

さ満で問か

区階
央１日

た端入ず消

れの、わに

額がに見税

金数札、費

当る加もの

にあ参積等

該とすっ課

一 金きるた税

〇 額は者契事

三

そ、金者 の、は約業

の消額で

予有 札に た

端費のあ 分

する 価な とす 定し 者関

制の 。件 の者 る条 格い
し 範入反 のた違 限しに

務札 で財入 内、た 囲札

北部。

は 最

２会
丁線 ７内 西課

条計
目

。 積地ろ 北 む 見、こ 年

の っ自よ 道 ） も方に 海

た治る 規

契法。 則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当

消昭以 相
税

２札後

北入午

及年財 る

の

目
丁
７

西場時

条会１

る 数税

か ５

税 相の 額に免 に分 金等
を係

事 当切る

の則、 低規

すり課に業

効 価第無
と 格

政務 額

。

も各る
す を条

の
方第則 上
地令規 以
び

」 消
税札）い

費号と 入



５
入

毎

下 札 札

入開開入以

週

札札札に火 保消 参

・ 証費 日場日加

金

時所時金よ
税 し

曜 等

北

３４

道約海話札入

契北電入
号行札

成が条道番執

平
行項札

年うを幌の
場場 北指示市

及所

海名す中－所

道競場央

海 道 公

１２

調納納札の

入アイ入次
ず

に達デバ達にい

札調

加れ

付をジッを入入参

る期場すに

すすタテす

物ビー物るも

るるルリ

項品デビ品日所者該

事

第報

北

次 海

の平 道

と成 警 ここ詳

お 察 のの細

り年 本 入入は

一 部 札札、

般月 告 及の入

競 示 び執札

争日 第 契行説

号

者契
アイ

平で約名所
成あに

十在 る関

三かす

年をる

十

」 う

申事称地

日

と と

発 すい 平

行

同同者
う 成ににる
。

。。、
） 年じじは
相
の
当 月そ
額

後積
む 午見

含 の
を 日者

。

び

示入北日 － 告争所区

時北北 第札２

海海 に条

す７札警 内 号関西道道
市本

規る丁幌察 線 に
定指目

中部 す名
物停海区階

るを北央１

のさ警２札

品止道北入

オ仕必す

のオデのに当

称メラ様平契要る

名カ

資と

及ライ等成約なこ

担 びト

者

数年当格。

量入

の

９９札月等

式式説

入

よる

にす

書定

明日指

約は明

は、書札
号 、公に

る。

達する下

調開よ以

手

い

止と

停」

の札

続。入

有。

がう

等
月し務

十出を

九る担北北電

日

とす道道番

こ当海海話

組察幌

。る警札号

織本市

金の部中－

名総央

曜

及部北－ 称務区

日び会２

た
の 時っ

） ２も
契

に
額５
金の

約分
税す

費当
消相

（
購 及る

読 び額

料

本西場

購れ察条会

地以

資な総丁

のい部７

入て
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